
随
筆
文
学
の
系
譜
…
…
『
方
丈
記
」
の
影
響
力

紀
島
　
内
　
裕
　
子

　
　
　
　
要
　
　
旨

　
本
稿
は
、
室
町
時
代
と
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
住
ま
い
に
関
す
る
随
筆
の
中
か
ら
、
肖
柏
と
大
田
南
畝
の
作
品
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
『
方
丈
記
』
が
そ
れ
ら
の
作

品
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
は
住
ま
い
に
何
を
託
し
、
ど
の
よ
う
な
理
想
や
願
望
を
表
現
し
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
作
品
は
文
学
史
の
中
に
、
個
別
に
点
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
時
代
の
流
れ
を
貫
い
て
、
ど
の
よ
う
な
系
譜
を
か
た
ち
作
っ
て
き
た
の
か
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
ら

の
系
譜
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
方
丈
記
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
文
学
作
品
に
見
る
住
ま
い
の
理
想
像
が
、
人
間
の
生
き
方
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
『
方
丈
記
』
が
内
包
し
て
い
る
多
様
な
文
学
世
界
の
広
が
り
も
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

　
文
学
作
品
の
中
に
住
ま
い
の
あ
り
さ
ま
が
描
か
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、

本
稿
で
は
、
自
分
自
身
の
住
ま
い
の
こ
と
を
書
い
た
作
品
を
中
心
に
取
り

上
げ
て
、
住
ま
い
と
い
う
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
考

察
す
る
。
ひ
と
く
ち
に
住
ま
い
を
描
い
た
文
学
と
言
っ
て
も
、
自
分
の
住

ま
い
や
身
近
な
人
の
住
ま
い
、
あ
る
い
は
全
く
の
想
像
上
の
住
ま
い
な

ど
、
数
多
く
の
も
の
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
取
り
上
げ
る
作
品
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

住
ま
い
の
文
学
の
系
譜
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な

方
法
は
、
考
察
対
象
の
幅
を
狭
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で
は
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
こ
そ
、
く
っ
き
り
と
し
た
一
筋
の
系
譜
を
浮

き
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
こ
で
住
ま
い
の
文
学
と
し
て
取

り
上
げ
る
の
は
、
主
と
し
て
自
分
自
身
が
住
む
草
庵
や
小
住
宅
、
あ
る
い

は
書
斎
を
描
い
た
短
い
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
仮
に
「
住
居
記
」
と
呼

び
、
物
語
に
描
か
れ
た
住
ま
い
の
考
察
は
、
除
外
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
限
定
を
施
し
て
も
な
お
、
「
住
居
記
」
は
非
常
に
多
数
あ

粉
放
送
大
学
助
教
授
（
人
間
の
探
究
）

放
送
大
学
研
究
年
報
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九
号
（
二
〇
〇
一
）
（
二
十
九
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卜
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8
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。
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る
が
、
こ
こ
で
は
、
『
方
丈
記
』
を
中
心
軸
に
据
え
て
、
　
『
方
丈
記
』
の

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
、
諸
本
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
捉
え
、
次
に
そ

の
中
か
ら
特
に
略
本
系
『
方
丈
記
』
の
性
格
を
検
討
す
る
。
次
い
で
、
こ

の
略
本
系
『
方
丈
記
』
を
書
写
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
連
歌
師
肖
柏
の

「
住
居
記
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
『
方
丈
記
』
の
ど
の
系
統
の
本
と

関
連
す
る
か
を
見
届
け
る
。
さ
ら
に
、
近
世
の
「
住
居
記
」
の
中
か
ら
大

田
車
輿
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
平
安
時
代
以
来
の
住
ま
い
文
学
が
、
ど

の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
考
察
し
た
い
。

嗣
　
広
本
系
『
方
丈
記
瞼
と
略
本
系
『
方
丈
記
臨

　
住
ま
い
の
文
学
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
思
い
浮
か
ぶ
作

品
は
『
方
丈
記
』
で
あ
る
。
『
方
丈
記
』
の
諸
本
は
広
本
系
と
略
本
系
に

大
別
さ
れ
、
広
本
系
は
大
福
光
寺
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
古
本
系
統
と

一
条
事
忌
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
本
に
代
表
さ
れ
る
流
布
本
系
統
に
分
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
略
本
系
は
、
長
享
本
・
延
徳
本
・
真
字
本
に
大
別
さ
れ

る
。
『
方
丈
記
』
の
諸
本
の
検
討
に
お
い
て
は
、
広
本
系
と
略
本
系
の
そ

れ
ぞ
れ
の
成
立
事
情
や
、
こ
の
二
系
統
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か

が
究
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
広
本
系
か
ら
略
本
系
に
な
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
そ
の
逆
な
の
か
、
ま
た
、
広
本
系
も
略
本
系
も
、
す
べ
て
鴨
長

明
自
身
に
よ
る
推
敲
や
改
変
か
ら
生
じ
た
も
の
な
の
か
な
ど
、
そ
の
真
実

は
な
か
な
か
極
め
が
た
い
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
方
丈
記
』
諸
本
の
成
立
時
期
の
前
後
関
係
や
、

系
統
が
発
生
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
独
自
の
立
論
の
準
備
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
世
の
文
学
作
品
に
対
す
る
『
方
丈
記
』

の
影
響
力
を
考
え
る
際
に
、
ど
の
系
統
の
本
が
、
ど
の
よ
う
な
作
品
群
に

影
響
を
与
え
た
か
、
と
い
う
観
点
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
『
方
丈
記
』
の

諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
的
な
価
値
や
作
品
と
し
て
の
達
成
度
な
ど
を
照
射

す
る
一
助
と
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
稿
で
諸
本
間
の

差
異
を
問
題
と
し
な
い
場
合
に
は
、
『
方
丈
記
』
と
い
う
呼
称
を
使
用
す

る
。
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
差
異
に
着
目
す
る
場
合
は
、
広
本
系
・
流

布
本
系
・
略
本
系
な
ど
の
呼
称
を
付
け
て
区
別
す
る
。

　
最
初
に
、
広
本
系
と
略
本
系
の
『
方
丈
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
簡
単

に
概
観
し
て
お
き
た
い
。
広
本
系
と
略
本
系
の
『
方
丈
記
』
は
、
ま
ず
第

一
に
「
五
大
災
厄
」
の
記
述
の
有
無
に
よ
っ
て
大
別
さ
れ
て
い
る
。
「
五

大
災
厄
」
の
記
事
を
有
し
、
全
体
の
分
量
も
多
く
な
っ
て
い
る
広
本
系
と

比
べ
て
、
略
本
系
は
、
「
五
大
災
厄
」
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
分

量
も
少
な
い
。

　
第
二
に
、
広
本
系
に
は
、
十
世
紀
の
文
人
で
あ
る
慶
滋
保
胤
の
『
池
亭

記
』
と
の
強
い
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
池
亭
記
』
が
都
の
西
と

東
の
住
居
や
町
並
み
の
特
徴
を
書
き
、
み
ず
か
ら
の
理
想
の
住
ま
い
を
獲

得
す
る
に
い
た
る
ま
で
の
自
分
の
住
ま
い
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
よ
う

に
、
広
本
系
『
方
丈
記
』
も
ま
た
、
都
の
住
ま
い
の
よ
う
す
や
、
方
丈
の

庵
に
住
ま
う
ま
で
の
住
居
と
精
神
の
遍
歴
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
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て
、
略
本
系
は
、
理
想
の
住
ま
い
に
い
た
る
ま
で
の
遍
歴
に
つ
い
て
は
詳

し
く
記
さ
な
い
。

　
つ
ま
り
、
略
本
系
の
『
方
丈
記
』
は
、
す
で
に
手
に
入
れ
た
理
想
の
住

ま
い
の
あ
り
さ
ま
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
略
本
系

と
広
本
系
を
読
み
比
べ
る
と
、
略
本
系
は
簡
略
過
ぎ
て
文
学
作
品
と
し
て

は
物
足
り
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
略
本
系
の
書
き

方
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
後
世
の
「
住
居
記
」
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ

き
、
短
い
記
述
の
中
に
住
ま
い
の
た
た
ず
ま
い
を
描
く
数
多
く
の
作
品
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
『
方
丈
記
』
は
、
『
池
亭
記
』
の
記
述
方
法
を

受
け
継
い
だ
広
本
系
『
方
丈
記
』
と
、
住
ま
い
自
体
の
記
述
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
略
本
系
『
方
丈
記
』
と
い
う
、
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
自

体
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
後
世
に
与
え
た
『
方
丈
記
』
の
影
響
力
を
、
作

品
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
測
定
す
る
と
い
う
視
点
が
有
効
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
方
丈
記
』
の
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
と
の
関
連
性
を
視
野

に
収
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
、
ひ
い
て
は
近
代

に
い
た
る
ま
で
の
住
ま
い
の
文
学
の
系
譜
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
広
本
系
と
略
本
系
の
『
方
丈
記
』
を
比
較
す
る
た
め
に
、

『
池
亭
記
』
の
表
現
と
の
類
似
箇
所
の
有
無
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み

よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
『
池
亭
記
』
と
の
類
似
箇
所
が
ど
の
あ
た
り

が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
た
い
の
で
、
『
池
亭
記
』
の
記
述
の
順

に
従
っ
て
、
特
に
表
現
が
類
似
し
て
い
る
箇
所
を
挙
げ
、
『
池
亭
記
』
は

（
池
）
、
比
較
す
る
対
象
は
広
本
系
の
大
福
光
寺
本
を
（
広
）
と
し
て
、
並

　
　
　
ユ
　

記
す
る
。

①
（
池
）

　
（
広
）

予
、
二
十
余
年
ヨ
リ
以
来
、
東
西
二
京
ヲ
歴
見
ル
ニ
・
－
、

予
、
モ
ノ
ノ
心
ヲ
知
レ
リ
シ
ヨ
リ
、
四
十
ア
マ
リ
ノ
春
秋
ヲ
送

レ
ル
ア
ヒ
ダ
ニ
、

ナ
リ
ヌ
。

世
ノ
不
思
議
ヲ
見
ル
事
、
ヤ
・
タ
ビ
タ
ビ
ニ

　
こ
れ
は
、
自
分
の
体
験
を
回
想
す
る
部
分
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
『
池

亭
記
』
で
保
胤
は
、
二
十
年
来
の
都
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
、
自
分
の
体
験

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
当
時
の
社
会
を
批
判
す
る
。
こ
の
記
述
が
あ
っ
て
こ

そ
、
理
想
の
住
ま
い
を
手
に
入
れ
た
こ
と
の
貴
重
さ
や
満
足
感
が
倍
加
す

る
の
で
あ
る
。
『
方
丈
記
』
も
同
様
の
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

②
（
池
）
東
二
二
火
災
有
レ
バ
西
隣
ハ
余
炎
ヲ
免
レ
ズ
。
南
宅
配
盗
賊
有

　
　
　
　
レ
バ
、
北
宅
ハ
流
矢
ヲ
避
リ
難
シ
。
南
院
ハ
貧
シ
ク
北
朽
網
富

　
　
　
　
メ
リ
。
富
メ
ル
者
未
ダ
必
ズ
シ
モ
徳
有
ラ
ズ
、
貧
シ
キ
者
亦
猶

専
有
リ
。
又
、
勢
家
二
心
ヅ
イ
テ
微
身
ヲ
容
ル
・
者
ハ
、
屋
破

レ
タ
リ
ト
錐
モ
葺
ク
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
図
書
レ
タ
リ
ト
難
モ
築
ク

コ
ト
ヲ
得
ズ
。
楽
シ
ビ
有
レ
ド
モ
大
キ
ニ
ロ
ヲ
開
キ
テ
咲
フ
コ

ト
能
ハ
ズ
、
哀
シ
ビ
有
レ
ド
モ
高
ク
声
ヲ
揚
ゲ
テ
契
ス
ル
コ
ト
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（
広
）

能
ハ
ズ
。
進
退
催
有
リ
、
心
神
安
佐
ラ
ズ
。
讐
ヘ
バ
鳥
雀
ノ
鷹

鶴
二
近
ヅ
ク
が
猶
シ
。

も
し若
己
レ
が
身
数
ナ
ラ
ズ
シ
テ
、

権
門
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ニ
居
ル
モ
ノ

ハ
、
深
ク
悦
ブ
事
ア
レ
ド
モ
、
大
キ
ニ
楽
シ
ム
ニ
ア
タ
ハ
ズ
。

歎
キ
切
ナ
ル
ト
キ
モ
、
声
ヲ
ア
ゲ
テ
巽
ク
コ
ト
ナ
シ
。
進
退
ヤ

ス
カ
ラ
ズ
、
起
居
ニ
ツ
ケ
テ
恐
レ
ヲ
ノ
・
ク
サ
マ
、
タ
ト
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
貧
シ
ク
シ
テ
、

バ
、
雀
ノ
鷹
ノ
巣
二
近
ヅ
ケ
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。

富
メ
ル
家
ノ
ト
ナ
リ
ニ
居
ル
モ
ノ
ハ
、
朝
タ
ス
ボ
キ
姿
ヲ
恥
ヂ

テ
、
ヘ
ツ
ラ
ヒ
ツ
・
出
デ
入
ル
。
妻
子
・
億
僕
ノ
羨
メ
ル
サ
マ

ヲ
見
ル
ニ
モ
、
福
家
ノ
人
ノ
ナ
イ
ガ
シ
ロ
ナ
ル
気
色
ヲ
聞
ク
ニ

モ
、
心
念
々
二
動
キ
テ
、
時
ト
シ
テ
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
。
　
若
狭
キ

地
二
居
レ
バ
、
近
ク
炎
上
ア
ル
時
、
ソ
ノ
災
ヲ
遁
ル
・
事
ナ

シ
。
若
辺
地
ニ
ア
レ
バ
、
往
反
ワ
ヅ
ラ
ヒ
多
ク
、
盗
賊
ノ
難
ハ

ナ
ハ
ダ
シ
。
又
、
勢
ピ
ア
ル
物
心
貧
欲
深
ク
、
独
身
ナ
ル
物
ハ

人
二
軽
メ
ラ
ル
。
財
ア
レ
バ
恐
レ
多
ク
、
貧
シ
ケ
レ
バ
恨
ミ
切

也
。

　
ど
ち
ら
も
、
周
囲
の
環
境
に
左
右
さ
れ
て
、
自
分
の
暮
ら
し
が
お
び
や

か
さ
れ
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
特
に
傍
線
部
の
表
現
の
類
似
に
よ
っ

て
、
広
本
系
『
方
丈
記
』
と
『
池
亭
記
』
と
の
強
い
関
連
が
窺
わ
れ
る
。

③
（
池
）
予
、
行
年
漸
ク
帯
解
二
垂
ト
シ
テ
里
離
宅
有
り
。
（
中
略
）
亦

（
広
）

猶
行
人
ノ
旅
宿
ヲ
造
り
、
老
蚕
ノ
独
繭
ヲ
成
ス
ガ
ゴ
ト
シ
。

コ
・
二
、

リ
ヲ
結
べ
ル
事
ア
リ
。

六
十
ノ
露
消
エ
ガ
タ
ニ
及
ビ
テ
、
更
二
末
葉
ノ
ヤ
ド

イ
ハ
、
・
、
旅
人
ノ
一
夜
ノ
宿
ヲ
ッ
ク

リ
、

老
タ
ル
蚕
ノ
繭
ヲ
イ
ト
ナ
ム
ガ
ゴ
ト
シ
。

　
こ
こ
も
、
表
現
が
酷
似
し
て
い
る
。

　
『
池
亭
記
』
の
表
現
と
広
本
系
『
方
丈
記
』
の
表
現
が
明
ら
か
に
類
似

し
て
い
る
箇
所
を
三
箇
所
掲
げ
て
み
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
類
似
箇
所
が

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
一
方
、
略
本
系
『
方
丈
記
』
に
は
、
今
挙
げ
た
よ

う
な
『
池
亭
記
』
と
の
類
似
は
、
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
何

を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
上
記
の
類
似
箇
所
は
、
自
分
が
実
見
し
た
都
の
あ
り
さ
ま
や
、
世
の
中

の
生
き
難
さ
や
、
自
分
が
辿
り
着
い
た
住
ま
い
の
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
住
ま
い
は
、
自
分
に
相
応
な
理
想
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
浮
き
立
た

せ
て
い
る
と
同
時
に
、
広
本
系
『
方
丈
記
』
の
作
品
と
し
て
の
ト
ー
ン

は
、
社
会
や
他
人
に
対
す
る
批
判
性
の
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
広
本
系
の
末
尾
に
は
、
庵
で
の
自
足
し
た
生
活
自
体
へ

の
強
烈
な
反
省
と
い
う
、
究
極
の
自
己
へ
の
批
判
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

と
も
深
く
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
言
え
ば
、
も
し

広
本
系
『
方
丈
記
』
が
、
『
池
亭
記
』
の
表
現
を
全
く
使
わ
ず
に
書
か
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
記
述
内
容
の
基
底
部
に
批
判
精
神
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
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あ
ら
わ
れ
、
最
末
尾
で
、
庵
で
の
生
活
自
体
を
否
定
す
る
よ
う
な
強
い
批

判
が
噴
出
し
た
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
広
本
系
の

最
末
尾
に
お
け
る
自
己
批
判
は
、
た
ま
た
ま
出
て
き
た
感
慨
な
の
で
は
な

く
、
『
池
亭
記
』
の
表
現
を
使
っ
て
執
筆
し
て
き
た
こ
と
が
底
流
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
略
本
系
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。　

略
本
系
『
方
丈
記
』
に
は
自
分
が
体
験
し
た
「
五
大
災
厄
」
の
記
述
も

な
け
れ
ば
、
最
後
の
自
己
批
判
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
略
本
系
『
方
丈

記
』
が
、
作
品
と
し
て
広
が
り
や
深
み
を
欠
く
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
を
も

た
ら
し
た
反
面
で
、
自
分
の
住
居
へ
の
満
足
感
や
、
そ
こ
で
の
生
活
の
す

ば
ら
し
さ
を
肯
定
的
に
捉
え
る
文
学
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
略
本
系
『
方
丈
記
』
の
よ
う
に
、
住
ま
い
の
描
写
と
そ
こ
で
の
暮
ら

し
の
満
足
感
に
力
点
を
置
く
書
き
方
は
、
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
に
お
け

る
短
編
の
「
住
居
記
」
の
記
述
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ

い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
な
お
、
住
ま
い
自
体
の
記
述
に
重
点
を
置
く
略
本
系
『
方
丈
記
』
の
先

躍
を
平
安
時
代
の
文
学
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
『
池
亭
記
』
よ
り
も
む
し

ろ
、
菅
原
道
真
の
『
書
斎
記
』
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

二
　
延
徳
本
閥
方
丈
記
』
と
肖
柏
の
「
住
居
記
」

　
『
方
丈
記
』
諸
本
に
お
け
る
略
本
系
の
性
格
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
で
、

次
に
略
本
系
の
中
か
ら
特
に
延
徳
本
『
方
丈
記
』
を
軸
と
し
て
、
他
の
住

ま
い
に
関
す
る
後
世
の
作
品
を
比
較
検
討
し
た
い
。
「
延
徳
本
」
は
、
そ

の
奥
書
に
肖
柏
の
名
が
見
え
、
肖
柏
に
も
『
夢
庵
記
』
と
い
う
み
ず
か
ら

の
草
庵
の
あ
り
さ
ま
を
綴
っ
た
短
い
随
筆
や
、
さ
ら
に
『
三
愛
重
』
と
い

う
み
ず
か
ら
の
好
尚
や
日
常
を
綴
っ
た
随
筆
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
延

徳
本
」
の
構
成
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
記
述
の
特
徴
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
ま
ず
、
延
徳
本
の
構
成
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
段
落
構
成
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
大
曾
根
章
介
・
久
保
田
夏
至
『
鴨
長

明
全
集
』
（
貴
重
本
刊
行
会
・
平
成
十
二
年
）
で
は
、
そ
の
「
凡
例
」
に

お
い
て
、
「
改
行
・
改
面
は
底
本
の
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
担
当
者
の
判

断
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、
（
1
5
オ
）
」
（
2
6
ウ
）
」
な
ど
の
形
式
で
、
石
面

を
示
す
」
と
あ
る
が
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
延
徳
本
は
、
全
文
が
改

行
な
し
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
梁
瀬
一
雄
訳
注
『
方
丈
記
』
（
角
川
文

庫
・
昭
和
四
十
二
年
）
所
収
の
延
徳
本
は
、
十
四
段
落
で
あ
り
、
佐
竹
昭

広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
（
岩
波
書
店
・
新
日
本
古
典

文
学
大
系
）
所
収
の
延
徳
本
は
、
六
段
落
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

内
容
の
展
開
を
大
き
く
把
握
し
て
い
る
新
大
系
本
の
六
段
落
構
成
に
よ
っ

て
、
「
延
徳
本
」
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
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第
一
段
落
は
、
「
行
く
川
の
流
は
絶
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ

ら
ず
」
と
い
う
書
き
出
し
が
ら
「
か
や
う
に
歎
き
つ
＼
一
生
は
つ
る
と
い

へ
ど
も
、
希
望
は
尽
き
ず
」
ま
で
。
こ
の
第
一
段
落
は
、
内
容
と
し
て
は

さ
ら
に
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
と
す
み
か
を
川
の

流
れ
や
う
た
か
た
に
喩
え
、
続
け
て
人
と
す
み
か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
は
か
な

さ
を
述
べ
る
部
分
が
前
半
で
あ
る
。
な
お
、
広
本
系
『
方
丈
記
』
で
は
、

こ
の
直
後
か
ら
「
五
大
災
厄
し
の
記
述
が
入
る
が
、
略
本
系
に
は
、
そ
の

部
分
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
第
一
段
落
の
後
半
は
、
「
若
き
子
を
さ
き
だ

て
＼
袖
を
し
ぼ
る
老
人
も
あ
り
」
か
ら
始
ま
る
部
分
で
、
こ
こ
で
は
、
子

に
先
立
た
れ
た
親
や
孤
児
の
悲
し
み
、
あ
る
い
は
ま
た
貧
者
と
富
者
の
そ

れ
ぞ
れ
の
苦
労
な
ど
、
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
を
書
く
。

　
第
二
段
落
は
、
「
つ
ら
つ
ら
こ
れ
ら
の
こ
と
を
お
も
ふ
に
、
家
あ
れ
ぼ

焼
失
の
恐
れ
あ
り
」
か
ら
、
「
た
ゴ
一
の
息
と
ま
り
、
二
の
ま
な
ご
閉
つ

る
を
待
つ
ば
か
り
也
」
ま
で
、
家
・
妻
子
・
春
心
・
宝
・
田
畠
な
ど
が
あ

る
こ
と
に
よ
る
苦
し
み
を
書
く
。

　
第
三
段
落
は
、
「
愛
に
わ
れ
、
深
き
谷
の
ほ
と
り
閑
な
る
林
の
間
に
、

僅
な
る
方
丈
の
草
の
庵
を
結
べ
り
」
か
ら
、
「
た
と
ひ
是
よ
り
広
し
と
も
、

誰
を
か
宿
し
、
何
も
の
を
か
置
か
む
」
ま
で
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
方
丈

の
庵
の
外
観
と
内
部
の
様
子
が
具
体
的
に
描
か
れ
、
興
に
乗
る
と
琴
や
琵

琶
を
弾
く
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
庵
が
移
動
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
家
財

は
車
一
両
に
載
せ
ら
れ
る
ほ
ど
小
さ
い
も
の
で
あ
る
と
も
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
段
落
に
描
か
れ
て
い
る
庵
の
構
造
は
、
広
本
系
の
庵
と
多
少
違

い
が
あ
る
こ
と
が
従
来
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。

直
樹
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
細
谷

　
広
本
と
略
本
の
間
の
庵
室
の
構
造
の
相
違
は
、
日
野
山
中
で
の
庵
室

の
模
様
が
え
と
み
た
方
が
よ
く
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
相
違
が
何
に
起

因
す
る
の
か
は
今
の
段
階
で
は
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
相
違
か
ら
し
て
、
広
本
略
本
と
も
に
長
明
の
筆
に
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
け
は
疑
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
手
崎
政
男
は
、
「
『
方
丈
記
』
の
略
本
・
流
布
本
・
古
本
を
相
互
に

比
較
対
照
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
、
方
丈
庵
の
実
態
と
そ
の
推
移
の

跡
と
を
考
察
し
」
た
上
で
、
「
こ
れ
ら
三
者
の
聞
に
お
け
る
記
述
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
方
丈
庵
の
実
態
を
示
す
も
の
と
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
者
の
本
文
は
相
互

に
矛
盾
な
く
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

思
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
『
方
丈
記
』
諸
本
間
の
庵
の
描
写
の
差
異
に
つ
い
て
比
較

検
討
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
庵
の
構
造
に
関
し
て
、
広
本
系
と
略
本
系

の
違
い
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
略
本
系
の
「
竹
の
柱
を
た
て
」
と
い

う
部
分
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
略
本
系
の
長
享
本
・
延
徳
本
・

真
字
本
す
べ
て
に
共
通
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
広
本
系
に
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
一
方
で
広
本
系
の
大
福
光
寺
本
で
は
、
長
明
が
み
ず
か
ら
の
住
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ま
い
の
遍
歴
を
記
す
箇
所
が
方
丈
の
庵
の
描
写
の
前
に
あ
り
、
そ
の
住
居

遍
歴
の
中
で
、
三
十
代
に
住
ん
だ
庵
の
描
写
に
、
「
竹
ヲ
柱
ト
シ
テ
、
車

ヲ
宿
セ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
新
大
系
の
脚
注
に
は
、

『
宗
長
百
番
連
歌
合
』
の
、
「
仮
の
世
と
お
も
ひ
と
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
／

竹
を
柱
に
柴
ふ
け
る
庵
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
福
光
寺
本

の
こ
の
部
分
は
、
あ
く
ま
で
も
車
宿
り
と
し
て
の
竹
の
柱
で
あ
り
、
脚
注

の
例
句
は
、
竹
を
柱
と
し
て
建
て
た
庵
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
付
合
は
、
む
し
ろ
略
本
系
の
庵
の
描
写
に
「
竹
の
柱
を
た

て
、
苅
萱
を
ふ
き
」
と
あ
る
部
分
に
こ
そ
合
致
す
る
例
と
な
ろ
う
。
宗
長

と
言
え
ば
、
後
述
す
る
肖
柏
と
と
も
に
宗
祇
の
弟
子
で
あ
り
、
宗
紙
・
肖

柏
・
宗
長
の
三
人
に
よ
る
『
水
無
畜
三
吟
』
『
湯
山
三
吟
』
は
著
名
で
あ

る
。
な
お
、
右
の
箇
所
は
、
広
本
系
の
兼
良
本
で
も
、
「
竹
を
は
し
ら
と

し
て
、
車
や
ど
り
と
せ
り
」
と
あ
る
。

　
さ
て
、
第
四
段
落
は
、
「
沢
の
根
芹
、
峰
の
木
の
実
、
あ
る
に
つ
け
て

命
を
つ
な
ぎ
、
麻
の
衣
、
藤
の
ふ
す
ま
、
う
る
に
し
た
が
ひ
て
肌
を
隠

す
」
か
ら
、
「
心
ざ
す
道
深
け
れ
ば
、
つ
れ
づ
れ
た
る
愁
も
な
し
」
ま
で
、

方
丈
の
庵
で
の
一
人
暮
ら
し
の
気
安
さ
を
述
べ
る
。

　
第
五
段
落
は
、
「
谷
の
清
水
、
峰
の
木
立
、
眼
を
喜
ば
し
む
る
友
な
り
」

か
ら
、
「
極
み
つ
か
ら
漸
偲
の
心
を
起
し
、
信
教
の
思
あ
ら
ん
こ
と
を
持

つ
ば
か
り
也
」
ま
で
で
、
こ
こ
で
は
、
庵
の
周
囲
の
四
季
折
々
の
様
子
、

庵
で
の
仏
道
修
行
の
気
ま
ま
さ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
第
六
段
落
は
、
「
方
丈
の
す
ま
ひ
楽
し
き
こ
と
此
の
如
し
」
か
ら
最
後

ま
で
で
あ
る
が
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
広
本
系
の
末
尾
に
あ
る
よ
う

な
、
庵
で
の
生
活
に
対
す
る
懐
疑
や
批
判
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

こ
の
最
後
の
部
分
に
は
広
本
系
に
は
な
い
、
「
墨
ぞ
あ
の
こ
ろ
も
に
に
た

る
心
か
と
と
ふ
人
あ
ら
ば
い
か
ゴ
こ
た
へ
む
」
と
い
う
和
歌
が
一
首
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

此
侭
奥
書
日

　
方
丈
記
者
是
祇
翁
之
所
持
以
長
明
自
筆
巻
物
楽
聖
畢
誠
難
中
之
重

　
宝
也

　
　
　
延
徳
二
年
三
月
上
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肖
柏
判

　
さ
て
、
肖
柏
に
は
、
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
成
立
の
『
三
愛
記
』

と
い
う
随
筆
と
、
成
立
年
未
詳
な
が
ら
永
正
此
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
随
筆
『
夢
愈
々
』
が
あ
る
。
『
三
愛
記
』
は
、
業
平
が
七
十
四

歳
の
時
の
作
品
で
、
花
と
香
と
酒
へ
の
愛
好
を
語
る
。
た
だ
し
、
こ
の
作

品
の
成
立
事
情
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
は
常
庵
龍
崇
が
永
正
十
年
に
漢
文

で
、
肖
柏
の
こ
と
を
書
い
た
『
三
愛
記
』
が
あ
り
、
そ
れ
を
ご
く
簡
略
に

し
て
和
文
で
零
屋
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
冒
頭
の
部

分
を
漢
文
と
和
文
と
そ
れ
ぞ
れ
を
掲
げ
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

往
歳
洛
有
一
居
士
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

不
道
其
冠
不
立
命
履
又
不
就
仏
求
。
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此
の
ご
ろ
世
に
ひ
と
り
の
居
士
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
ら
　

儒
釈
道
に
よ
ら
ず
。

　
常
庵
に
よ
る
漢
文
『
三
三
親
』
は
、
か
な
り
長
い
作
品
で
、
花
や
酒
を

愛
し
た
人
々
の
こ
と
が
、
中
国
の
故
事
に
よ
っ
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い

る
。
肖
柏
の
和
文
『
三
愛
記
』
は
、
ご
く
簡
略
に
自
分
の
花
・
香
・
酒
に

対
す
る
好
尚
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
島
津
忠
夫
が
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
常
々
の
漢
文
の
記
が
、
実
に
一
千
字
を
こ
え
る
堂
々
た
る
長
文
の

記
で
あ
る
の
に
対
し
、
肖
柏
の
和
字
記
は
、
は
る
か
に
短
い
。
し
か

し
、
独
得
の
味
を
も
つ
て
い
て
、
単
な
る
「
和
ら
げ
」
に
終
始
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
肖
柏
の
『
三
愛
記
』
は
、
自
分
自
身
の
趣
味
を
肯
定
的
に
満
足
感
を

持
っ
て
書
い
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
肖
柏
が
自
分
の
庵
に
つ

い
て
書
い
た
作
品
が
『
夢
庵
記
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
も
ご
く
短
く
、

『
群
書
類
従
』
本
で
、
四
百
字
に
も
満
た
な
い
。
し
か
も
前
半
は
、
「
夢

庵
」
と
い
う
文
字
を
中
国
の
能
書
に
書
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、
二
首
の

和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
庵
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
下
の
部
分
だ
け

で
あ
る
。

草
庵
の
さ
ま
、
四
隣
に
長
松
花
樹
め
ぐ
り
て
、
前
庭
に
大
な
る
巌

あ
り
。
臥
龍
の
ご
と
く
猛
虎
に
似
た
り
。
海
辺
の
石
あ
ひ
ま
じ
は

る
。
其
中
に
紅
梅
軒
に
近
き
あ
り
。
あ
し
や
の
里
よ
り
、
は
る
ば
る

う
つ
し
来
り
て
年
を
か
さ
ぬ
。
横
斜
三
四
丈
に
を
よ
べ
り
。
か
た
は

ら
に
井
あ
り
。
綬
の
な
が
き
事
数
尋
。
桐
葉
お
ほ
ひ
て
、
暑
を
避
く

に
た
よ
り
あ
り
。
四
時
の
花
万
木
に
た
え
ず
。
是
を
も
て
あ
そ
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
　

農
夕
照
を
留
る
。
よ
て
書
院
を
弄
花
軒
と
号
す
。

　
こ
こ
に
は
、
草
庵
の
建
物
や
そ
の
内
部
の
描
写
は
書
か
れ
て
い
な
い

が
、
草
庵
の
周
囲
の
庭
の
た
た
ず
ま
い
が
描
か
れ
、
樹
木
や
庭
石
や
井
戸

の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
芦
屋
の
里
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
紅
梅
を
移
植
し
た
り

し
て
い
る
の
も
、
自
分
の
理
想
の
住
居
環
境
を
作
ろ
う
と
す
る
意
欲
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
り
、
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
庵
の
理
想
性
と
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
た
だ
し
、
肖
柏
の
場
合
は
、
『
貝
母
記
』
と
『
三
愛
記
』
を
読
む
限
り
、

世
間
に
対
す
る
批
判
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
趣
味
に

合
っ
た
生
活
を
、
満
足
の
ゆ
く
環
境
で
過
ご
す
こ
と
の
楽
し
さ
が
前
面
に

出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
肖
柏
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
木
藤
才
蔵
は
、

『
三
三
蓋
』
に
み
ら
れ
る
酒
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。　

そ
れ
に
し
て
も
「
酒
は
も
ろ
こ
し
南
蛮
の
あ
ぢ
は
ひ
を
こ
＼
う

み
」
な
ど
と
い
う
表
現
は
、
貿
易
港
で
あ
る
堺
の
市
民
と
深
い
交
渉
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の
あ
る
者
で
な
く
て
は
、
思
い
及
ば
ぬ
表
現
で
あ
る
。
恐
ら
く
肖
柏

は
、
摂
津
の
豪
族
は
も
と
よ
り
、
堺
の
豪
商
そ
の
他
の
後
援
の
も
と

に
、
風
流
で
し
か
も
華
麗
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

　
　
ど
　

れ
る
。

　
「
風
流
で
し
か
も
華
麗
な
日
常
生
活
」
が
描
か
れ
て
い
る
肖
柏
の
『
三

愛
記
』
と
『
夢
庵
記
』
は
、
草
庵
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
一
般
的
に
は

簡
素
で
質
素
な
生
活
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
の
に
対
し
て
、
独
自
の
作
品
世

界
を
形
成
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
よ
う
な
芸
術
的
な
生

活
は
、
そ
も
そ
も
の
『
方
丈
記
』
で
も
、
琵
琶
や
琴
を
奏
で
た
り
、
周
辺

の
歌
枕
の
地
を
探
訪
し
た
り
す
る
日
常
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
『
方
丈
記
』
の
こ
の
よ
う
な
風
雅
な
側
面
を
独
立
さ
せ
て
成
立
し

た
作
品
が
、
肖
柏
の
「
住
居
記
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
結
果
的
に
略
本

系
『
方
丈
記
』
の
書
き
方
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

三
　
大
田
南
瓦
圃
山
手
閑
居
記
』
と
『
方
丈
記
隠

　
大
田
南
畝
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
牛
込
中
御
徒
町
に
生
ま

れ
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
七
十
五
歳
で
没
し
た
。
こ
こ
で
は
、
彼

の
描
い
た
「
住
居
記
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
住
ま
い
の

文
学
と
関
連
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
彼
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
五
十
代
の
半
ば
ま
で
を
牛
込
で
過
ご
し
、
こ
の
住
ま
い
の
あ
り
さ
ま

に
つ
い
て
は
『
山
手
閑
居
記
』
と
『
巴
人
亭
記
』
な
ど
に
書
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
没
す
る
ま
で
に
二
回
転
居
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
元
年

（一

ｪ
〇
四
）
、
五
十
六
歳
の
時
、
小
石
川
金
剛
寺
坂
金
杉
に
転
居
し
た
。

こ
の
住
ま
い
は
、
「
遷
喬
楼
」
と
名
付
け
ら
れ
、
こ
こ
で
の
花
見
や
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
に
つ
い
て
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
な
お
、
永
井
荷
風
「
礫
川
禰
律

記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
文
化
の
は
じ
あ
よ
り
大
田
南
畝
の
住
み
た
り
し
鴬
谷
は
金
剛
寺
坂

の
中
ほ
ど
よ
り
西
へ
入
る
低
地
な
り
と
は
考
証
家
の
言
ふ
と
こ
ろ
な

り
。
嘉
永
板
の
切
絵
図
に
は
金
剛
寺
の
裏
手
多
福
院
に
接
す
る
遅
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
の
下
を
示
し
て
鴬
谷
と
は
し
る
し
た
り
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
、
六
十
四
歳
の
時
、
駿
河

台
淡
路
坂
に
転
居
し
た
。
こ
の
住
ま
い
は
、
「
纈
林
楼
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。　

こ
こ
で
は
、
牛
込
中
御
徒
町
に
居
住
し
て
い
た
時
代
に
書
い
た
二
つ
の

住
居
記
『
山
手
閑
居
記
』
と
『
巴
人
亭
記
』
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ら
の

作
品
が
、
文
学
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
住
ま
い
の
文
学
の
系
譜
と
関
わ
っ

て
い
る
か
考
え
て
み
た
い
。

　
最
初
に
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
頃
刊
行
さ
れ
た
、
狂
文
集
『
四
方

の
あ
か
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
山
手
閑
居
記
』
を
取
り
上
げ
た
い
。

『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一
巻
に
よ
っ
て
、
ま
ず
そ
の
全
文
を
掲
げ
、
そ
の



　
　
後
に
、
こ
の
作
品
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
の
典
拠
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す

倒
る
こ
と
と
す
る
・

燭島内裕子

・
『
山
手
閑
居
記
』

　
　
わ
が
庵
は
松
原
と
を
く
海
ち
か
く
と
詠
み
け
ん
む
さ
し
野
の
広
小

　
路
に
む
す
べ
る
、
芝
の
は
て
に
も
あ
ら
ず
、
ち
は
や
振
る
神
田
浅
草

　
の
に
ぎ
や
か
な
ら
ぬ
も
、
よ
し
や
足
引
の
山
の
手
に
な
ん
す
め
り
け

　
る
。
春
は
桃
園
の
花
に
迷
ふ
外
山
の
霞
た
＼
ぬ
日
も
な
く
、
夏
は
江

　
戸
川
の
蛍
を
み
る
目
白
の
滝
の
音
た
え
ず
、
秋
は
高
田
の
か
り
が
ね

に
、
民
の
貢
の
未
進
を
あ
は
れ
み
、
冬
は
富
士
を
根
こ
ぎ
に
し
て
、

わ
が
鉢
の
木
の
雪
と
な
が
む
。
四
季
折
々
の
美
景
を
い
は
ゴ
、
番
町

の
道
の
一
筋
な
ら
ず
、
大
木
戸
の
駒
の
ひ
き
も
き
ら
ざ
る
べ
し
。
古

寺
の
葺
や
ぶ
れ
て
、
昼
無
尽
の
講
を
催
し
、
神
の
宮
居
も
所
せ
く
、

夜
う
か
れ
め
の
ふ
し
ど
＼
な
れ
り
。
頭
に
を
く
し
も
屋
敷
も
り
、
う

き
を
み
る
め
の
う
ら
が
し
や
ま
で
、
た
ゴ
何
と
な
く
ひ
な
び
た
り
。

む
べ
も
富
み
け
る
殿
づ
く
り
に
、
み
つ
ば
よ
つ
ば
の
つ
る
を
も
と

め
、
よ
き
＼
ぬ
き
た
る
身
の
ほ
ど
も
、
い
ざ
し
ら
壁
の
い
ち
ぐ
ら
を

う
ら
や
む
と
も
が
ら
は
、
此
地
の
住
居
は
な
り
が
た
か
ら
ん
歎
。
さ

は
い
へ
、
ひ
と
へ
に
深
き
山
に
か
く
れ
ん
坊
を
し
、
と
を
き
海
に
沖

釣
を
せ
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。
吏
に
し
て
吏
な
ら
ず
、
隠
に
し
て
隠
な

ら
ず
、
朝
野
の
間
に
の
が
れ
ん
と
な
ら
ば
、
い
っ
こ
か
此
や
ま
の
手

に
し
か
ざ
ら
め
や
は
。

窓
の
う
ち
に
ふ
じ
の
ね
な
が
ら
な
が
む
れ
ば
た
ゴ
山
の
手
に
と

る
と
こ
そ
み
れ

　
冒
頭
部
分
の
、
「
わ
が
庵
は
松
原
と
を
く
海
ち
か
く
と
詠
み
け
ん
む
さ

し
野
の
」
は
、
太
田
道
灌
の
次
の
和
歌
に
依
っ
て
い
る
。

わ
が
庵
は
松
原
つ
づ
き
海
ち
か
く
富
士
の
高
根
を
軒
端
に
ぞ
み
る

　
こ
の
歌
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
太
田
道
灌
が
入
洛
し
た
時
、

後
払
御
門
天
皇
の
「
武
蔵
野
は
ど
の
よ
う
な
所
か
」
と
い
う
勅
問
に
対
し

て
、

露
置
か
ぬ
方
も
あ
り
け
り
夕
立
の
空
よ
り
広
き
武
蔵
野
の
原

と
奉
答
し
た
と
こ
ろ
、
重
ね
て
、
「
で
は
そ
の
武
蔵
野
の
風
景
は
」
と
勅

問
が
あ
っ
た
の
に
奉
答
し
た
歌
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
土

御
門
天
皇
が
、

武
蔵
野
は
苅
萱
の
み
と
聞
き
し
か
ど
か
＼
る
言
葉
の
花
に
咲
く
か
な

と
い
う
御
製
を
賜
っ
た
と
い
う
、
一
連
の
や
り
と
り
の
故
事
が
伝
え
ら
れ

　
　
　
ロ
　

て
い
る
。
こ
の
故
事
に
は
、
京
の
文
化
的
優
越
の
時
代
に
あ
っ
て
、
武
蔵
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野
に
居
住
す
る
武
将
が
巧
み
な
和
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
へ
の
天
皇
の
驚
き
と

感
動
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
江
戸
時
代
に
人
気
が
あ
っ
た
故
事

の
よ
う
で
、
『
日
本
史
伝
川
柳
狂
句
』
第
十
六
冊
に
は
、
こ
の
こ
と
を
詠

ん
だ
多
く
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
三
句
例
示
し
て
み

よ
う
。

夕
立
の
空
よ
り
広
く
御
答
え

山
吹
の
後
は
芙
蓉
が
軒
で
咲
キ

武
蔵
野
の
花
と
桔
梗
を
御
叡
感

　
な
お
、
太
田
道
灌
の
「
わ
が
庵
は
」
の
歌
は
、
初
句
が
「
わ
が
宿
は
」

と
い
う
形
で
も
伝
承
し
て
い
た
よ
う
で
、
太
田
道
灌
に
仮
託
さ
れ
た
随
筆

『
我
宿
草
』
の
「
序
言
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
我
宿
は
松
原
つ
ゴ
き
海
見
え
て
、
富
士
を
軒
端
に
眺
め
や
る
言
葉

の
た
ね
の
つ
れ
づ
れ
に
、
ふ
り
に
し
か
た
の
世
を
求
め
、
今
の
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

較
て
、
ひ
と
り
こ
れ
を
な
げ
き
（
下
略
）

　
こ
の
冒
頭
部
の
表
現
は
、
三
十
一
文
字
の
和
歌
の
形
そ
の
ま
ま
で
引
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
型
が
不
明
で
あ
る
。
三
句
目
も
「
海
近
く
」
で
は
な

く
「
海
見
え
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
和
歌
が
人
口
に
謄
灸

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
わ
か
る
。
『
我
宿
草
』
の
「
序
意
」
の
末
尾

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
発
端
の
、
我
宿
は
松
原
つ
ゴ
き
、
と
終
る
和
歌
は
、
入
道
上
洛
の

と
き
、
朝
庭
に
て
宿
は
い
っ
こ
の
ほ
ど
＼
尋
給
へ
る
と
き
に
、
答
奉

ら
れ
し
歌
な
り
と
、
野
史
に
記
し
た
る
よ
り
、
世
に
言
は
や
せ
り
。

然
れ
ど
も
家
集
に
は
（
慕
景
集
と
言
ふ
一
冊
近
刻
す
）
見
え
ず
。
勿

論
そ
れ
と
た
し
か
に
証
と
す
べ
き
も
の
も
詳
に
せ
ず
。
後
の
君
子
の

墾
を
ま
つ
の
み
。

　
こ
こ
で
も
、
太
田
道
灌
の
故
事
に
つ
い
て
詳
し
い
出
典
な
ど
は
書
か
れ

て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
和
歌
が
著
名
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
『
我
宿
草
』
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
大

田
南
畝
も
自
分
の
「
住
居
記
」
の
冒
頭
に
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
『
永
享
記
』
（
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
輯
上
）
に
は
、
太
田
道
灌
が
一

江
戸
城
の
櫓
に
登
っ
て
周
囲
を
眺
め
て
、
「
我
庵
は
松
原
遠
く
海
近
し
富

士
の
高
根
を
軒
端
に
ぞ
見
る
」
と
詠
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天

皇
の
勅
問
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
後
土
御
門
天
皇
の
和
歌
に
も
「
武
蔵
野
は
苅
萱
の
み
と
聞
き
し

か
ど
」
と
あ
る
よ
う
に
、
和
歌
に
お
け
る
武
蔵
野
は
、
荘
漠
た
る
野
原
と

し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
所
載
の

次
の
二
首
な
ど
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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武
蔵
野
や
ゆ
け
ど
も
秋
の
果
て
ぞ
な
き
い
か
な
る
風
か
す
ゑ
に
吹
く

ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
歌
上
・
三
七
八
・
源
通
光
）

ゆ
く
す
ゑ
は
空
も
ひ
と
つ
の
武
蔵
野
に
草
の
原
よ
り
い
つ
る
月
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
歌
上
・
四
二
二
・
藤
原
良
経
）

あ
る
い
は
ま
た
、
次
の
よ
う
な
和
歌
も
あ
る
。

武
蔵
野
や
草
の
庵
も
ま
ば
ら
に
て
衣
手
寒
し
秋
の
夕
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
如
願
法
師
集
』
・
五
二
七
）

　
都
に
住
む
歌
人
が
観
念
と
し
て
の
歌
枕
で
あ
る
武
蔵
野
を
詠
ん
だ
こ
れ

ら
の
和
歌
は
、
広
々
と
は
し
て
い
て
も
寂
し
い
叙
景
歌
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
太
田
道
灌
の
「
わ
が
庵
は
松
原
つ
づ
き
海
近
く
富
士
の
高
根
を

軒
端
に
ぞ
見
る
」
の
歌
は
、
武
蔵
野
の
住
人
が
自
分
の
住
み
か
と
し
て
の

武
蔵
野
を
詠
ん
だ
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
太
田
道
灌
の
歌
に
は
、
武
蔵
野
と
い
う
地
名
自
体
は
出
て
こ
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
田
搾
汁
が
自
分
の
「
住
居
記
」
の
冒
頭
を
、
太
田
道
灌

の
著
名
な
和
歌
を
引
用
す
る
表
現
で
書
き
始
め
た
の
は
、
そ
れ
が
江
戸
城

を
開
き
、
そ
こ
に
静
勝
軒
を
設
け
て
文
人
た
ち
と
交
流
し
た
太
田
道
灌
の

故
事
へ
の
ゆ
か
し
さ
と
と
も
に
、
江
戸
に
住
ん
で
い
る
自
負
が
大
田
南
畝

に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
歌
を
使
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
Q

　
な
お
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
太
田
道
灌
の
歌
は
、

も
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

田
山
花
袋
の
著
述
に

　
太
田
道
灌
は
、
武
蔵
野
に
聯
関
し
た
最
も
縁
故
の
多
い
武
将
だ

が
、
そ
の
館
は
初
め
品
川
の
御
殿
山
に
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、
今
の

阪
下
門
あ
た
り
に
そ
の
城
砦
ら
し
い
も
の
を
築
い
て
、
こ
の
附
近
に

覇
を
唱
え
た
。
例
の
『
わ
が
庵
は
松
原
つ
ゴ
き
海
近
く
富
士
の
高
根

を
軒
端
に
ぞ
見
る
』
と
い
う
静
勝
軒
は
、
そ
の
阪
下
門
の
城
砦
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
「
武
蔵
野
の
背
景
」
）

　
さ
て
、
大
田
南
畝
は
、
太
田
道
灌
の
歌
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
続

け
て
、
「
む
さ
し
野
の
広
小
路
に
む
す
べ
る
、
芝
の
は
て
に
も
あ
ら
ず
」

と
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
表
現
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た

武
蔵
野
の
和
歌
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
武
蔵
野
の
広
さ
を
象
徴
し
て
い
た
が
、

「
む
さ
し
野
の
広
小
路
」
と
い
う
言
葉
続
き
は
、
武
蔵
野
の
「
広
さ
」
と

地
名
と
し
て
の
「
広
小
路
」
を
掛
け
て
い
る
し
、
「
芝
の
は
て
に
も
あ
ら

ず
」
と
い
う
表
現
も
、
地
名
と
し
て
の
「
芝
」
に
、
武
蔵
野
の
野
原
に
生

え
る
「
芝
草
」
の
果
て
を
掛
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
「
は

て
」
は
、
武
蔵
野
の
縁
語
と
言
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
言
葉
で
あ
り
、
和
歌

で
は
武
蔵
野
が
広
く
て
果
て
が
な
い
、
と
詠
ま
れ
る
こ
と
を
も
踏
ま
え
た

書
き
方
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
書
き
出
し
の
部
分
に
続
け
て
、
「
ち
は
や
振
る
神
田
」
や
「
足
引
き
の



「方丈記』の影響力随筆文学の系譜・152　（41）

山
の
手
」
の
部
分
に
は
「
神
」
や
「
山
」
に
掛
か
る
枕
詞
を
使
っ
て
書
い

て
い
る
の
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
外
山
（
春
）
」
「
江
戸
川
と

目
白
（
夏
）
」
「
高
田
（
秋
）
」
と
、
自
分
の
住
ま
い
で
あ
る
牛
込
周
辺
の

地
名
を
季
節
と
と
も
に
列
挙
し
、
冬
は
富
士
の
雪
を
描
く
。
こ
こ
で
も

「
夏
は
江
戸
川
の
蛍
を
み
る
目
白
の
滝
の
音
た
え
ず
」
と
い
う
表
現
に
は
、

江
戸
川
の
蛍
と
目
白
の
滝
と
い
う
景
物
を
挙
げ
る
だ
け
で
な
く
、
「
目
」

に
「
蛍
を
み
る
目
」
と
「
目
白
」
を
掛
け
て
い
る
。

　
そ
し
て
「
四
季
折
々
の
美
景
を
い
は
ゴ
」
と
言
う
表
現
に
は
、
『
方
丈

記
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
読
ま
れ
た
『
方
丈
記
』
は
広
本

系
の
中
で
も
流
布
本
と
呼
ば
れ
る
系
統
の
本
で
、
こ
こ
に
は
末
尾
近
く
に

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
同
じ
広
本
系
の
中
で
も
古
本
系

に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
略
本
系
に
も
な
い
。

　
お
ほ
か
た
、
世
を
の
が
れ
、
身
を
捨
て
し
ょ
り
、
恨
み
も
な
く
、

恐
れ
も
な
し
。
命
は
天
運
に
ま
か
せ
て
、
惜
し
ま
ず
、
い
と
は
ず
。

身
は
浮
雲
に
な
ず
ら
へ
て
、
頼
ま
ず
、
ま
だ
し
と
せ
ず
。
一
期
の
楽

し
み
は
う
た
た
ね
の
枕
の
上
に
き
は
ま
り
、
生
涯
の
望
み
は
を
り
を

り
の
美
景
に
残
れ
り
。

　
な
お
、
今
引
用
し
た
『
方
丈
記
』
流
布
本
系
の
表
現
の
中
で
、
「
一
期

の
楽
し
み
は
、
う
た
た
ね
の
枕
の
上
に
き
は
ま
り
」
の
部
分
は
、
『
山
手

閑
居
記
』
の
最
後
に
付
さ
れ
た
歌
「
窓
の
う
ち
に
ふ
じ
の
ね
な
が
ら
な
が

む
れ
ば
た
ゴ
山
の
手
に
と
る
と
こ
そ
み
れ
」
と
も
響
き
あ
っ
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
『
山
手
閑
居
記
』
の
後
半
部
は
、
牛
込
の
鄙
び
た
様
子
を
面
白

く
描
く
。
荒
れ
果
て
た
古
寺
や
神
社
で
は
、
昼
に
無
尽
講
が
行
わ
れ
た

り
、
夜
は
う
か
れ
め
の
宿
と
な
っ
た
り
す
る
と
書
き
、
「
寺
と
社
」
、
「
昼

と
夜
」
を
対
に
し
な
が
ら
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
「
頭
に
を
く
し
も
屋
敷

も
り
」
は
、
「
頭
に
置
く
霜
」
と
「
下
屋
敷
守
」
を
掛
詞
で
表
現
し
て
あ

り
、
「
頭
が
白
い
霜
の
よ
う
に
な
っ
た
白
髪
の
年
老
い
た
下
屋
敷
守
」
の

こ
と
で
あ
る
。
「
う
き
を
み
る
め
の
う
ら
が
し
や
」
は
、
「
憂
き
を
見
る

　
　
　
　
み
　
る
　
め

目
」
と
「
海
松
布
の
浦
」
と
「
裏
貸
家
」
の
こ
と
を
、
縁
語
・
掛
詞
を
駆

使
し
て
表
現
し
て
い
る
。

　
「
む
べ
も
富
み
け
る
殿
づ
く
り
に
、
み
つ
ぼ
よ
つ
ば
の
つ
る
を
も
と
め
、

よ
き
＼
ぬ
き
た
る
身
の
ほ
ど
も
」
の
部
分
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名

序
を
使
っ
て
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
序
に
あ
る
「
祝
ひ
歌
」
の

例
歌
（
催
馬
楽
に
も
な
っ
て
い
る
）
、
「
こ
の
殿
は
む
べ
も
富
み
け
り
さ
き

く
さ
の
み
つ
ば
よ
つ
ば
に
と
の
づ
く
り
せ
り
」
の
部
分
と
、
六
歌
仙
の
中

の
、
「
文
屋
康
秀
は
詞
た
く
み
に
て
そ
の
さ
ま
身
に
お
は
ず
。
い
は
ば
あ

き
人
の
よ
き
き
ぬ
着
た
ら
む
が
ご
と
し
」
の
部
分
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か

も
「
む
べ
も
富
み
け
り
」
の
「
む
べ
」
に
は
、
『
百
人
一
首
』
で
著
名
な

文
屋
康
秀
の
歌
「
吹
く
か
ら
に
野
辺
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を

嵐
と
い
ふ
ら
む
し
も
響
い
て
い
よ
う
。

　
お
そ
ら
く
大
田
南
畝
の
脳
裏
に
は
、
自
分
の
住
ま
い
の
あ
た
り
が
鄙
び
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て
い
る
こ
と
を
書
い
て
き
た
の
で
、
そ
れ
と
対
比
し
て
富
家
の
こ
と
を
書

こ
う
と
し
た
時
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
を
連
想
し
て
、
「
む
べ
も
富

み
け
る
殿
づ
く
り
に
」
と
い
う
表
現
が
思
い
浮
か
び
、
そ
の
「
む
べ
」
か

ら
の
連
想
で
同
じ
仮
名
序
に
出
て
く
る
六
歌
仙
評
の
中
か
ら
文
屋
康
秀
の

こ
と
も
心
に
浮
か
び
、
「
よ
き
＼
ぬ
き
た
る
身
の
ほ
ど
も
」
と
言
う
表
現

が
自
然
と
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
山
手
閑
居
記
』
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
細
か
な
表
現
の
基
盤
は
、
ま
ず
第
一
に
彼
の
深
い
和
歌
の
教

養
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
こ
の
他
に
も
「
い
ざ
し
ら
壁
」
に
は
、
「
い
ざ
知
ら
ず
」
と
「
白
壁
」

を
、
「
ひ
と
へ
に
深
き
山
に
か
く
れ
ん
坊
を
し
」
に
は
、
「
山
に
隠
れ
」
と

「
隠
れ
ん
坊
し
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掛
詞
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
付
さ
れ
た
歌
「
窓
の
う
ち
に
ふ
じ
の
ね
な
が
ら
な
が
む
れ
ば

た
ゴ
山
の
手
に
と
る
と
こ
そ
み
れ
」
も
、
「
ふ
じ
の
ね
な
が
ら
」
の
部
分

に
、
「
富
士
の
嶺
」
と
「
寝
な
が
ら
」
を
掛
け
、
「
山
の
手
に
と
る
」
の
部

分
に
、
「
山
の
手
」
と
「
手
に
取
る
」
を
掛
け
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
歌

は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
流
布
本
『
方
丈
記
』
の
コ
期
の
楽
し
み

は
、
う
た
た
ね
の
枕
の
上
に
き
は
ま
り
」
と
も
対
応
し
て
、
わ
が
住
ま
い

へ
の
満
足
感
を
表
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
『
山
手
閑
居
記
』
の
表
現
に
即
し
て
、
内
容
を
辿
っ
て
み
た
。

大
田
南
畝
は
こ
の
文
章
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
表
現
の
基
盤

と
し
て
は
和
歌
的
な
語
彙
・
言
葉
続
き
・
枕
詞
・
掛
詞
な
ど
を
駆
使
し

て
、
技
巧
的
に
、
ま
た
滑
稽
味
を
持
た
せ
て
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
「
住
居
記
」
と
い
う
こ
と
で
、
お
の
ず
と
『
方
丈
記
』
の
影

響
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
自
分
の
住
ま
い
の
周
辺
の
あ
り

さ
ま
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
点
。
第
二
に
、
そ
の
描
写
が
四
季
折
々
の
自

然
美
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
流
布
本
『
方
丈
記
』
の
表
現

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
山
手
閑
居
記
』
は
、
大
田
平
畝
の
牛
込
中
御
徒
町

在
住
時
代
の
「
住
居
記
」
で
あ
る
。
評
言
の
こ
の
住
ま
い
そ
の
も
の
は
、

父
親
の
住
ま
い
で
も
あ
る
わ
け
で
、
大
田
南
畝
自
身
が
理
想
の
住
ま
い
を

求
め
て
土
地
を
探
し
、
理
想
の
家
と
し
て
建
て
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
流
布
本
『
方
丈
記
』
の
表
現
や
構
想
が
『
山
手
閑
居
記
』
に
反

映
し
て
い
る
と
は
言
え
、
理
想
の
住
ま
い
を
自
分
で
建
て
た
記
録
と
し
て

の
『
方
丈
記
』
の
一
面
は
、
こ
の
『
山
手
閑
居
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
山
手
閑
居
記
』
と
『
方
丈
記
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
こ
こ
で
ま
と
め

て
お
く
な
ら
ば
、
現
在
自
分
が
住
ん
で
い
る
住
ま
い
に
対
す
る
満
足
感
、

つ
ま
り
、
こ
の
住
ま
い
が
自
分
に
相
応
の
も
の
で
あ
り
、
周
囲
の
環
境
・

風
景
も
自
分
に
と
っ
て
は
好
ま
し
く
、
世
間
の
富
貴
か
ら
は
遠
く
離
れ
た

暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
と
い
う
、
「
閑
居
の
気
味
」

を
述
べ
て
い
る
点
に
、
『
方
丈
記
』
と
の
強
い
共
通
性
が
感
じ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
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四
　
大
田
南
山
『
巴
人
亭
記
』
と
綿
方
丈
記
晦

　
さ
て
、
大
田
南
畝
が
、
父
親
の
代
か
ら
の
牛
込
中
御
徒
町
の
住
ま
い
を

増
築
し
た
の
は
、
彼
が
三
十
八
歳
の
時
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
増
築
部
分
は
「
巴
人
亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
天
明
七
年

（一

ｵ
八
七
）
十
二
月
に
は
『
巴
人
亭
記
』
を
書
い
て
い
る
。
以
下
、
ま

ず
そ
の
全
文
を
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一
巻
に
よ
っ
て
示
し
、
こ
の
文
章

の
表
現
や
構
想
、
『
方
丈
記
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
先
に
取
り
上
げ

た
『
山
手
閑
居
記
』
と
対
比
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

・
『
巴
人
亭
記
』

　
　
か
た
つ
ぶ
り
の
つ
の
を
ち
ゴ
め
て
は
い
り
、
蟹
の
甲
に
に
せ
て
穴

　
を
ほ
る
も
、
家
と
い
ふ
も
の
＼
な
く
て
か
な
は
ね
ば
に
や
あ
ら
ん
。

　
か
り
こ
も
の
み
だ
れ
し
こ
も
う
ち
か
ぶ
り
、
露
霜
の
宿
な
し
と
も
身

　
を
は
ふ
ら
か
し
す
て
ざ
ら
ん
か
ぎ
り
は
、
膝
を
い
る
＼
の
窮
屈
な
ら

　
ん
よ
り
、
足
の
ば
す
ほ
ど
の
家
居
な
か
ら
ん
や
と
、
あ
ら
た
に
ひ
と

　
　
つ
の
や
ど
り
を
し
む
。
も
と
よ
り
二
尊
堂
に
い
ま
し
、
妻
子
室
に
み

　
て
り
。
そ
の
ゑ
ん
が
は
の
は
し
つ
か
た
に
、
ひ
と
つ
の
妻
戸
を
ひ
ら

　
き
て
い
れ
ば
、
ひ
ろ
さ
わ
つ
か
に
十
畳
ば
か
り
、
こ
＼
に
四
方
の
ま

　
ら
う
ど
を
迎
ふ
。
維
摩
が
方
丈
の
玄
関
に
て
、
八
丁
四
千
の
獅
子
を

　
舞
は
せ
し
類
な
る
べ
し
。
そ
の
北
に
三
枚
敷
あ
り
。
東
面
に
戸
を
あ

け
て
、
し
ゃ
ら
く
さ
き
つ
く
え
を
出
せ
り
。
蛍
こ
い
こ
い
雪
こ
ん
こ

ん
の
場
所
な
る
べ
し
。
す
べ
て
財
乏
し
け
れ
ば
物
ず
き
な
し
、
床
な

け
れ
ば
違
棚
も
み
え
ず
、
か
け
物
は
壁
に
か
け
、
柳
は
隣
か
ら
の
ぞ

く
。
渋
柿
は
あ
る
に
ま
か
せ
、
草
は
と
こ
ろ
ま
だ
ら
に
ぬ
か
し
む
。

土
蔵
の
目
の
上
の
瘤
と
な
り
、
雪
隠
の
は
な
の
さ
き
に
わ
る
く
さ
き

も
、
か
の
南
の
や
の
か
き
、
東
ど
な
り
の
下
水
を
い
と
は
ざ
り
し
、

司
城
子
宰
が
む
か
し
を
し
の
び
、
望
海
の
亭
、
見
山
の
た
か
ど
の
、

き
ら
き
ら
し
き
き
は
に
は
あ
ら
ね
ど
、
張
天
王
が
勧
化
を
も
て
、
家

居
を
い
と
な
み
し
た
ぐ
ひ
に
似
た
り
。
わ
が
家
に
く
る
と
し
く
る

人
、
わ
が
門
に
入
る
と
し
い
る
人
、
こ
＼
に
の
み
こ
＼
に
わ
ら
ひ
、

こ
、
に
う
た
ひ
ご
＼
に
た
の
し
む
。
の
む
も
の
は
何
ぞ
四
方
の
あ
か

ら
な
り
。
う
た
ふ
所
は
何
ぞ
下
里
巴
人
の
曲
な
り
。
も
し
そ
れ
陽
春

の
白
雪
樵
も
、
ま
た
小
児
の
た
は
ぶ
れ
な
り
。
い
つ
れ
を
か
高
し
と

し
い
つ
れ
を
か
ひ
く
し
と
せ
ん
。

　
こ
の
『
巴
人
亭
記
』
は
、
大
田
営
団
が
そ
れ
ま
で
の
住
ま
い
に
、
十
畳

の
部
屋
と
そ
れ
に
続
く
三
畳
の
書
斎
を
増
築
し
た
こ
と
を
記
す
住
居
記
で

あ
る
。
『
山
手
閑
居
記
』
と
比
べ
た
場
合
の
最
大
の
違
い
は
、
『
山
手
閑
居

記
』
に
は
、
自
分
の
住
ま
い
の
建
物
自
体
の
具
体
的
な
描
写
が
書
か
れ
て

い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
巴
人
減
甲
』
に
は
住
ま
い
の
旦
一
体
的
な
描

写
が
詳
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
描
写
部
分
は
、
『
方
丈
記
』
の

庵
の
内
部
描
写
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
が
ま
ず
第
一
に
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『
方
丈
記
』
の
強
い
影
響
力
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
第
二
に
、
表
現
面
で
は
、
『
山
手
閑
居
記
』
が
和
歌
と
の
関
連
が
強

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
巴
人
亭
記
』
で
は
、
中
国
の
故
事
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
三
畳
の
書
斎
の
記
述

に
は
、
菅
原
道
真
の
『
書
斎
記
』
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
第
四
に
、

『
巴
人
亭
記
』
で
は
、
独
居
の
楽
し
み
で
は
な
く
、
こ
の
住
ま
い
が
家
族

や
友
人
た
ち
と
の
語
ら
い
の
場
所
で
あ
る
点
が
、
『
方
丈
記
』
よ
り
も
む

し
ろ
菅
原
道
真
の
『
書
斎
記
』
や
慶
滋
保
胤
の
『
池
亭
記
』
と
通
じ
て
い

る
Q

　
つ
ま
り
、
『
巴
人
皆
皆
』
は
短
い
作
品
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
品

内
部
の
重
層
性
と
い
う
点
で
は
、
『
書
斎
記
』
『
池
亭
記
』
『
方
丈
記
』
な

ど
と
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
具
体
的
に
『
巴
人
亭
記
』
の
表
現
と
構
想
を
見
て
ゆ
こ
う
。
こ

の
作
品
は
短
編
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
四
節
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
第
一
節
は
、
冒
頭
か
ら
「
あ
ら
た
に
ひ
と
つ
の
や
ど
り
を
し
む
」
ま

で
。
こ
こ
で
は
、
蝸
牛
や
蟹
の
例
を
引
き
な
が
ら
、
家
と
い
う
も
の
が
人

間
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
定
住
の
住

ま
い
も
な
い
ほ
ど
落
ち
ぶ
れ
て
い
な
い
限
り
は
、
窮
屈
な
狭
い
家
よ
り

は
、
少
し
で
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
家
が
ほ
し
い
と
思
い
、
新
た
に
増
築
し

た
こ
と
を
述
べ
る
。

　
第
二
節
は
、
「
も
と
よ
り
二
尊
堂
に
い
ま
し
」
か
ら
「
雪
こ
ん
こ
ん
の

場
所
な
る
べ
し
」
ま
で
。
こ
こ
に
は
、
増
築
部
分
が
具
体
的
に
書
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　

る
。
ま
ず
、
自
宅
に
は
両
親
と
妻
子
が
い
る
こ
と
、
縁
側
の
端
の
妻
戸

（
両
開
き
の
戸
）
の
向
こ
う
に
十
畳
の
部
屋
、
さ
ら
に
そ
の
北
側
に
三
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の
部
屋
を
増
築
し
た
こ
と
を
書
く
。
十
畳
の
部
屋
に
は
客
人
が
集
い
、
三

畳
の
部
屋
は
洒
落
た
机
を
置
き
、
「
蛍
こ
い
こ
い
、
雪
こ
ん
こ
ん
の
場
所
」

と
あ
る
の
で
、
「
蛍
の
光
窓
の
雪
」
の
た
と
え
か
ら
、
こ
こ
を
書
斎
と
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
維
摩
の
故
事
が
書
か
れ
、
十
畳
の
部
屋
に
多

数
の
客
人
が
集
っ
た
賑
や
か
な
様
子
も
わ
か
る
。

　
第
三
節
は
、
「
す
べ
て
財
乏
し
け
れ
ば
物
ず
き
な
し
」
か
ら
「
家
居
を

い
と
な
み
し
た
ぐ
ひ
に
似
た
り
」
ま
で
で
、
こ
の
増
築
部
分
の
内
部
と
周

囲
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
部
屋
の
内
部
は
、
床
の
間
も
な
い
の
で
違

い
棚
も
な
く
、
書
画
な
ど
の
掛
け
物
は
壁
に
掛
け
る
と
述
べ
る
。
こ
の
あ

た
り
の
記
述
は
、
『
方
丈
記
』
の
庵
の
内
部
の
記
述
を
思
わ
せ
る
。
流
布

本
『
方
丈
記
』
で
は
、
「
阿
弥
陀
の
絵
像
を
安
置
し
、
そ
ば
に
普
賢
を
か

け
」
、
「
西
南
に
竹
の
吊
棚
を
構
へ
て
」
、
書
物
を
入
れ
た
皮
籠
を
置
い
て

い
る
。
こ
の
他
に
も
流
布
本
『
方
丈
記
』
に
は
、
法
華
経
や
「
を
り
琴
・

つ
ぎ
琵
琶
」
も
置
か
れ
て
い
る
。
流
布
本
『
方
丈
記
』
で
は
、
こ
の
よ
う

な
庵
の
内
部
構
造
と
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
調
度
類
の
描
写
に
引
き
続
い

て
、
庵
の
周
囲
の
様
子
の
描
写
に
移
る
が
、
『
巴
人
亭
記
』
で
も
、
室
内

描
写
に
続
い
て
、
隣
家
の
柳
や
庭
の
草
木
や
土
蔵
・
雪
隠
の
描
写
が
あ

り
、
清
貧
な
賢
者
の
例
が
中
国
の
故
事
か
ら
引
か
れ
る
。

　
第
四
節
は
、
「
わ
が
家
に
く
る
と
し
く
る
人
」
か
ら
最
後
ま
で
で
、
こ

こ
で
、
皆
が
「
四
方
の
あ
か
ら
」
と
い
う
大
田
南
畝
自
身
の
別
号
と
も
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な
っ
て
い
る
酒
を
飲
ん
だ
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
楽
し
く
集
う
こ
と

は
、
幼
児
が
母
乳
の
代
わ
り
に
干
菓
子
の
「
白
雪
樵
」
を
食
べ
て
喜
ぶ
こ

と
と
変
わ
り
は
な
い
の
だ
、
と
述
べ
て
、
「
巴
人
亭
」
で
の
日
常
の
楽
し

さ
を
強
調
し
て
い
る
。

　
『
巴
人
亭
記
』
は
、
み
ず
か
ら
の
社
交
場
と
し
て
の
部
屋
と
書
斎
を
増

築
し
た
こ
と
を
描
き
、
そ
こ
が
た
と
え
「
財
乏
し
」
く
と
も
、
自
分
の
自

由
な
空
間
と
し
て
の
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
述
べ
た
作

品
で
あ
る
。
二
間
の
う
ち
、
南
畝
が
力
点
を
置
い
て
書
い
て
い
る
の
は
、

客
間
と
し
て
の
十
畳
の
方
で
あ
り
、
三
畳
の
書
斎
に
関
し
て
は
、
そ
こ
で

の
執
筆
や
読
書
や
思
索
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が

菅
原
道
真
の
『
書
斎
記
』
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
以
上
、
大
田
南
畝
の
二
編
の
住
居
記
を
見
て
き
た
が
、
彼
の
場
合
、
幕

臣
で
あ
る
こ
と
と
文
学
者
で
あ
る
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
生
き

て
い
た
そ
の
生
き
方
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
住
ま
い
に
対
す
る
満
足

感
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
か
つ
、
そ
こ
で
の
文
学
伸
間
と
の
交
友
や
小
さ
な
書

斎
を
持
っ
た
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。
今
回
取
り
上
げ
た
二
編
で

は
、
大
田
南
畝
は
、
広
本
系
『
方
丈
記
』
で
鴨
長
明
が
書
い
た
よ
う
な
世

の
中
に
対
す
る
強
い
批
判
や
、
天
変
地
異
に
つ
い
て
は
書
い
て
お
ら
ず
、

あ
く
ま
で
も
自
分
の
住
ま
い
に
対
す
る
満
足
感
や
、
増
築
し
た
部
屋
の
内

部
を
描
き
つ
つ
、
自
分
に
相
応
の
住
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
。　

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
山
手
閑
居
記
』
と
『
巴
人
亭
記
』
は
依
拠
し
た
表

現
と
し
て
は
広
本
系
で
あ
る
も
の
の
、
文
学
精
神
と
い
う
観
点
か
ら
は
む

し
ろ
略
本
系
『
方
丈
記
』
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た

だ
し
、
こ
の
二
つ
の
作
品
も
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
が
自
分
の
住
ま
い

の
場
所
や
周
辺
の
景
色
を
中
心
に
書
き
、
後
者
が
建
物
を
中
心
に
書
い
て

い
る
と
い
う
違
い
も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
取
り
上
げ
た
牡
丹
花
肖
柏
の
二
編
『
三
愛
記
』
『
夢

庵
記
』
も
自
分
の
暮
ら
し
方
へ
の
満
足
感
と
庵
の
た
た
ず
ま
い
に
つ
い
て

書
い
て
お
り
、
や
は
り
略
本
系
『
方
丈
記
』
と
共
通
す
る
内
容
で
あ
っ

た
。
な
お
、
大
田
南
畝
は
肖
柏
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
「
賛
」
を
書
い
て

い
る
。
南
畝
が
肖
柏
に
対
し
て
関
心
と
共
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
彼
ら
の
住
ま
い
に
対
す
る
思
い
に
も
ど
こ
か
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一

巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

・
『
肖
実
親
』

　
　
人
に
三
愛
の
癖
あ
り
、
牛
に
双
角
の
あ
ら
そ
ひ
な
し
。
雲
井
の
月

　
の
前
に
は
、
崩
し
き
の
露
ふ
か
く
、
二
十
日
草
の
花
の
下
に
は
、
は

　
た
巻
の
ひ
も
長
し
。
後
中
書
王
に
後
あ
る
事
を
し
り
、
種
玉
庵
に
種

　
を
の
こ
す
と
き
く
。
そ
の
貴
き
よ
く
、
そ
の
流
れ
と
を
し
。
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お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
室
町
時
代
の
肖
柏
と
江
戸
時
代
の
大
田
南
畝
の
二
人
の
文

学
者
を
取
り
上
げ
て
、
彼
ら
が
自
分
の
住
ま
い
に
つ
い
て
書
い
た
作
品
を

中
心
に
、
『
方
丈
記
』
と
の
関
連
を
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
際
に
『
方
丈

記
』
の
諸
本
を
視
野
に
収
め
て
、
こ
れ
ら
の
ど
の
形
の
『
方
丈
記
』
と
最

も
関
連
が
深
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
誓
書
と
南
畝
の
作
品
は
、
略
本
系

『
方
丈
記
』
の
形
式
、
つ
ま
り
、
自
分
の
住
ま
い
で
の
日
々
の
暮
ら
し
へ

の
満
足
感
が
描
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
っ
た
ど
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
自
分
の
庵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
外
観
や
た
て
も
の
の
周
囲
の
庭

な
ど
の
あ
り
さ
ま
、
お
よ
び
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
の
周
辺
の
景
色
や
環

境
な
ど
と
と
も
に
書
く
こ
と
で
あ
り
、
住
ま
い
の
内
部
を
描
く
こ
と
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
肖
柏
と
南
畝
は
、
時
代
も
人
と
な
り
も
社
会
的
地
位
も
経
済
事
情
も
異

な
る
が
、
み
ず
か
ら
の
好
尚
に
し
た
が
っ
て
住
ま
い
を
作
り
、
そ
こ
で
の

暮
ら
し
を
楽
し
む
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
鴨
長
明
の
生
き
方
で
も
あ
る
。
た
だ
し
長
明
の
場

合
は
、
特
に
広
本
系
『
方
丈
記
』
を
読
む
と
、
「
五
大
災
厄
」
の
描
写
な

ど
に
、
強
烈
な
社
会
批
判
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
肖
柏
や
南
畝

の
「
住
居
記
」
に
は
そ
れ
ら
が
見
え
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

　
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
広
本
系
『
方
丈
記
』
に
見
ら
れ
た

「
五
大
災
厄
」
の
記
述
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
作
品
の
系
譜
も
辿
っ
て
み
た

い
。
「
五
大
災
厄
」
の
記
述
は
、
た
と
え
ば
心
敬
や
芥
川
龍
之
介
や
吉
井

勇
の
作
品
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
は
取

り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
『
方
丈
記
』
の
庵
の
描
写
の
部
分
と
直
接
に

関
わ
る
近
代
の
作
品
と
し
て
戸
川
残
花
の
『
新
方
丈
の
室
』
が
あ
る
し
、

ア
パ
ー
ト
一
間
の
独
居
生
活
を
描
き
つ
つ
、
辛
辣
な
社
会
批
判
も
述
べ
る

作
品
と
し
て
は
森
茉
莉
の
『
贅
沢
貧
乏
』
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品

の
考
察
を
含
め
て
、
日
本
文
学
に
お
け
る
『
方
丈
記
』
の
影
響
力
に
つ
い

て
の
研
究
を
今
後
も
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

　
『
方
丈
記
』
は
短
編
作
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
影
響
力
と
い
う

観
点
か
ら
見
る
と
、
い
か
に
内
容
が
豊
富
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
逆

に
照
ら
し
出
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
三
年
十
一
月
七
日
受
理
）

注

（
1
）
『
池
亭
記
』
お
よ
び
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
の
本
文
の
引
用
は
、
佐
竹
昭

　
　
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
　
徒
然
草
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
3
9

　
　
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
2
）
「
広
本
方
丈
記
と
略
本
方
丈
記
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
・
昭
和
三
十
九
年
十

　
　
二
月
号
）

（
3
）
「
方
丈
記
本
章
部
〈
後
段
〉
の
論
」
（
『
方
丈
記
論
』
所
収
・
笠
問
書
院
・
一



随筆文学の系譜……『方丈記』の影響力

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
！
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

付
記

九
九
四
年
）

本
文
の
引
用
は
、
島
津
忠
夫
解
説
・
藤
田
秀
雄
訓
点
注
解
「
松
平
文
庫
本
三

愛
記
」
（
『
佐
賀
大
学
文
学
論
集
』
昭
和
三
十
九
年
二
月
）
に
よ
る
。

『
三
愛
記
』
の
引
用
は
、
『
群
書
類
従
』
本
に
よ
る
。

注
（
4
）
論
文
。

『
夢
庵
記
』
の
引
用
は
、
『
群
書
類
従
』
本
に
よ
る
。

「
肖
柏
伝
記
小
考
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
・
昭
和
四
十
六
年
七
月
号
）

『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
五
巻
所
収
の
文
化
五
年
の
「
六
十
の
賀
」
の
記
事

な
ど
。

岩
波
文
庫
『
荷
風
随
筆
集
』
上
に
所
収
。

『
日
本
史
伝
川
柳
狂
句
』
第
十
六
冊
（
古
典
文
庫
・
昭
和
五
十
三
年
）

著
者
未
詳
。
版
本
は
、
享
和
三
年
・
弘
化
三
年
・
嘉
永
三
年
の
も
の
が
あ

り
、
享
和
三
年
版
が
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
9
（
吉
川
弘
文
館
・
昭
和

五
十
二
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

『
東
京
近
郊
　
一
日
の
行
楽
』
（
社
会
思
想
社
・
一
九
九
一
年
）
所
収
。

浜
田
義
一
郎
著
『
大
田
南
畝
』
（
人
物
叢
書
・
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
六
十
一

年
新
装
版
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
父
は
七
十
二
歳
、
母
は
六
十
四
歳
、
妻

三
十
三
歳
、
長
男
定
吉
八
歳
、
娘
一
人
の
六
人
家
族
で
あ
る
。
＝
七
頁
参

照
。こ
の
増
築
に
よ
っ
て
生
じ
た
家
族
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
軋
礫
に
つ
い
て
は
、
平

岩
弓
枝
の
小
説
『
橋
の
上
の
霜
』
（
新
潮
社
・
昭
和
五
十
九
年
）
に
詳
し
い
。

そ
こ
で
は
、
母
屋
と
こ
の
増
築
部
分
を
行
き
来
す
る
大
田
南
畝
が
、
「
二
つ

の
家
庭
」
を
持
っ
て
苦
悩
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
、

部
で
あ
る
。

平
成
十
三
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
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The　Genealogy　of　Essay　Literature

from　“HOj6－ki”　to　“Hajintei－ki”

Yuko　SHIMAUCHI

ABST麓ACT

　This　paper　aims　to　surbey　the　inf｝ueRce　of　“K6j6－ki”．　“HOjoM－ki”　has　great　effect

on　essay　literature．

　The　medieval　poet　Sh6haku　wrote　“San’ai－ki”　and　“Muan－ki”．　He　confessed　his

liking　for　flowers，　fragrance　and　alcoholic　drink　in　“San’ai－ki”．　He　sketched　his

hermitage　embosomed　in　trees．　ShOhaktt　was　satisfied　with　his　dai｝y　｝ife．

　Ota　Nanpe　wrote　“Yamate　Kankyo－ki”　and　“Hajintei－ki”．　He　also　confessed　his

satisfactioR　to　his　home　in　each　essay．

　The　repercussions　of　“H6j6－ki”　are　felt　these　essay　literattire．


